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2013 年上半期を振り返って

静かに自分を見つめなおす期間
　皆さんこんにちは。
　今年は The Tokyo Women's Club の講演に始まり、
かねてからの計画を実行して忙しくなるはずでした。
ところが、実際には上半期は静かに自分を見つめなお
す期間となりました。
　まず、健康であるということに感謝しました。食事
やお酒は美味しいし、薬は良く効くし、病気で寝込む
こともありませんでした。
　そして友人たちに感謝です。私にとって、家族、自
分のヘルパー、医師、事務職員、そして打ち合わせを
したり、一緒に食事をしたり、お酒を飲んだりする人々
はみな友人です。
　なんと素敵な人々ばかり集まってくれるのでしょう。
毎日、相談相手になってくれ、励ましてくれ、知恵や
知識を提供してくれ、事業を推し進めてくれる友人た
ちには本当に感謝しています。

　なお、去っていく人々、すれ違う人々もいますが、
彼らも私の言葉や気持ちを受け止めてくれた友人にほ
かなりません。

日本筋ジストロフィー協会の創立 50 周年記念大会
　さて、静かとはいっても、いろいろありました。先
日、日本筋ジストロフィー協会の創立 50 周年記念大
会が開催されました。私は筋ジストロフィーの当事者
で、この全国組織（会員 3,000 名）の東京支部の会員
です。現在、一般財団法人で私の父が代表理事を務め
ています。
　父が東京に赴任した 20 数年前に、ボランティアと
して手伝いはじめその後理事となりました。私も米国
留学から帰ってくると、東京支部の会員になりました。
日本筋ジストロフィー協会は、「一日もはやく」という
標語のもと根本治療法の開発を目指す団体で、患者の
家族が中心となり当初は国立療養所への入所、現在は
研究開発の促進を目的に活動しています。
　大会は、挨拶等の後、追悼式、功労者顕彰式、そし
て記念講演、大会決議とすすんでいきました。

未来を開拓する宇宙医学
　今回これまでの大会と違ったのは、記念講演とし
て宇宙航空研究開発機構（JAXA）の大島博理事が

『未来を開拓する宇宙医学「宇宙飛行と筋ジストロ
フィー」』というテーマでお話されたことです。
　印象に残っていることは、①無重力の宇宙に行けば、
筋ジストロフィー者もそうでない人も「できる体の動

「一般社団法人日本筋ジストロフィー協会 創立 50 周年記念
大会」にて後輩の渡邊惟大さんと
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き」にそれほど差がないということ。②宇宙に行くと
筋力が弱るので、それを回避する生理学的研究は、筋
ジストロフィーの分野と重なる部分が大きいこと。③
宇宙飛行士の低重力における歩行訓練は、筋ジストロ
フィー者のそれに応用できる可能性があること。
　実は、宇宙関係の講演を代表理事である父に強く勧
めたのは私です。宇宙から地上に帰還した宇宙飛行士
が、周りの人に支えられ何とか歩いている姿を映像で
見て、筋ジスの人の動きに近いと思ったのが、そのきっ
かけでした。
　会場の約 250 人の会員の皆さんもとても熱心に聞い
ていました。
　武田伸一先生（国立精神・神経医療研究センター）
の記念講演「筋ジストロフィーの新しい治療へ」もい
つも通り、わかりやすく最先端の研究状況がとてもよ
く理解できました。
　懇親会では野田聖子衆議院議員（自民党総務会長）
がかけつけてくれました。障がいをもつ子供さんの真
輝さんの母親として、また、政策決定にかかわる方と
して熱くかたってくれました。

日本筋ジストロフィー協会の功績
　私は、50 周年を迎えた日本筋ジストロフィー協会
の最大の功績は、医療研究を促進した結果、患者の延
命と体調の安定が得られたことだと思います。例えば、
私は 42 歳になりましたが、薬を欠かさず飲んでいれ
ば、普通の人なみに仕事や遊びができます。
　むしろ社会のほうの受け入れがだめで、自立や移動、
教育、就労の分野が先進諸国で著しく遅れています。
私たち日本バリアフリー協会は、そのような障がい者
の問題に光を当てるために障がい者の音楽コンテスト、
ゴールドコンサートを開催しています。

10 周年記念ゴールドコンサート
　そのゴールドコンサートの 10 周年記念大会の準備
が本格的になってきました。過去 9 回のグランプリ受

賞者が全員集結し、グランドチャンピオンを決すると
いう内容です。
　また、現在ゴールドコンサートのテーマソングを制
作中です。当日に発表し、できるだけ多くの友人たち
と一緒にステージで歌いたいと思っています。
　今回は、はじめてアメリカより特別ゲストをお招き
します。12 歳ながらすでにプロとしてソウルの殿堂、
アポロシアターで活躍しているマシュー・ウィッテ
カーさんです。全盲ということもあり、スティービー・
ワンダーの再来とも言われています。
　まさに 10 周年記念ゴールドコンサートにふさわし
いといえます。もちろんスティービー・ワンダーさん
の特別ゲスト出場は悲願であり、今後も皆さんのお力
を借りて実現に向け進んでいきたいです。

障がい者権利法の元年
　私たち障がい者の現状は、少しずつよくはなってき
ているものの、まだまだ、多分野に渡り問題山積です。
　それぞれの分野で、問題解決を進めていくことも必
要ですが、障がい者が一丸となって権利を獲得してい
くことも大切だと思います。私は今後そこに活動の主
眼を置きます。
　本年は、我が国の障がい者の権利法の元年といわれ
ています。より良い法律ができるよう NPO 法人とし
て微力ながら、力を尽くしたいと思っています。
　どうぞよろしくお願いします。

「一般社団法人日本筋ジストロフィー協会 創立 50 周年記念大会」全体写真（５月）

千代田区立麹町中学校で講演（６月）
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ＮＰＯ活動報告（2012 年10月～ 2013 年6月まで）

2012 年
10 月 18 日（木） GC9 実行委員会打上げ

10 月 22 日（月） ノーベルファーマ株式会社にて代表が講演

11 月　7 日（水） 学校法人 千代田女学園にて代表が講演

11 月 11 日（日） 公益財団法人 いしずえ主催「みんなのくるま 2012」にジョイステック車を出展＠高度ポリテクセンター

11 月 23 日（金） 穴澤雄介さんのライブを主催＠香食楽

12 月　5 日（水） NHK 主催の障がい福祉賞贈呈式に代表が審査員として出席＠ NHK 放送センター

2013 年
1 月 17 日（木） GC10 総合企画会議（キックオフ）　参加者 20 名

1 月 29 日（火） 新規事業実行委員会

2 月　4 日（月） The Tokyo Women’s Club にて代表が講演＠東急セルリアンタワーホテル

3 月 21 日（木） GC10 小委員会幹部会

4 月 10 日（水） 日本財団の交流会に代表が参加＠ ANA インターコンチネンタルホテル東京

4 月 13 日（土） いっぽ 10 周年記念祝賀会に代表が参加＠東京グリーンパレス

4 月 25 日（木） GC10 実行委員会　参加者 18 人 

4 月 26 日（金） 公益財団法人 JKA 説明会

5 月 18 日（土） 穴澤雄介さんのライブを主催＠六本木ブルースドッグカフェ

5 月 19 日（日） 一般社団法人日本筋ジストロフィー協会　創立 50 周年記念大会の運営協力＠東京會舘

5 月 27 日（月） GC10　IT 小委員会

6 月 10 日（月） GC10　ステージ小委員会

6 月 12 日（水） 千代田区立麹町中学校にて代表が講演・GC7 グランプリ受賞の穴澤雄介さんが演奏

6 月 20 日（木） 社会福祉法人 鉄道身障者福祉協会　第一回評議委員会に代表が学識経験者として参加＠鉄道弘済会館

GC ＝ゴールドコンサート

新聞

・スポーツニッポン
　3 月 11 日、5 月 10 日：GC9 ゲスト出演の
　麻倉ケイトさんの記事が掲載

雑誌・機関誌など

・チェアウォーカー Wa Wa Wa
　春号：10 周年記念ゴールドコンサート開催案内
　夏号：10 周年記念ゴールドコンサート出場者紹介

・arco（車いすの情報誌）
　Vol.05：10 周年記念ゴールドコンサート開催案内
　
・リハビリテーション
　2012 年 4 月号～ 2013 年 2・3 月合併号にて
　代表 貝谷が連載を担当

テレビ

・NHK「ぐるっと 8 県九州沖縄　金曜プレミアム」
 11 月 30 日：GC 出場者の真北聖子さんが出演

・テレビ朝日「モーニングバード！」
 11 月 30 日：GC 出場者の佐藤英里さんが出演

・テレビ埼玉「ここだま」
 12 月 26 日：GC 出場者の森圭一郎さんが出演

・テレビ埼玉 特番
 12 月 31 日：GC 出場者の森圭一郎さんが出演

・J:COM チャンネル HD「つながる GO!GO!」
 ４月 18 日：GC 出場者の森圭一郎さんが出演

・テレビ東京「生きるを伝える」
　5 月 18 日：GC 出場者の真北聖子さんが出演

ほか



4

1971年6月17日第三種郵便物認定可（毎月6回5の日・0の日発行）

2013 年 6 月 12 日発行　SSK増刊通巻第 4232 号

10 周年記念ゴールドコンサート　出場者の紹介
10 周年記念ゴールドコンサート　10 月 14 日（月・祝）　東京国際フォーラム ホール C にて開催！
過去９回のグランプリ受賞者と韓国のコンテスト優勝者による、グランドチャンピオンを決めるコンテストを行います。

　　　　東京都出身。シンガーソングライター。身長 179cm。Ｏ型。マ
リオマネジメント所属。当日はオリジナル曲を歌いますが、長い期間をか
け制作した「おなじみの名曲カバー」（英語曲を日本語にしたもの）300
曲のレパートリーがあります。是非ウェブサイト（http://teruhiko.net/）
でご試聴ください。

編成：ボーカル　　曲名：大切な人　　障がい：肢体　　地域：東京

石野 輝（第 1 回グランプリ）

　　　　2006 年のゲスト出演以来 7 年ぶりにゴールドコンサートのス
テージに立てることをとてもうれしく思っています。8 年前のグランプリ
受賞から現在まで全国各地で約 600 回また海外（上海・ロサンゼルス）で
も講演やコンサートをさせていただきました。当日は他の出場者の方々の
パフォーマンスを楽しみつつ、私自身も存在感を示せるようがんばります。

　　　　　今まで持病の FMF の発作を起こしてどんなにきつくても痛み止
めの注射を打ってライブをしたり、入院中に病院を抜け出してライブに出
ることさえあったのに、脳梗塞を起こして日常生活すら思うようにできな
くなった私には音楽活動を続ける余裕はなくなっていました。そのため、
生まれて初めて２年もの間、１度も音楽活動をしなかったのです。そこへ
今回のお話を頂きとても悩みました。せめて脳梗塞になる前だったら…。
技術的には以前よりはるかに劣るし…。でも、大切なのは技術だけじゃな
い？今の私だからこそ表現できるものがあるのではないか？と思い、出場
を決意しました。

編成：ピアノ、ボーカル　　曲名：勇気　　障がい：視覚
地域：兵庫

編成：ボーカル、キーボード ほか　　曲名：ココロ
障がい：内部・肢体　　地域：東京

前川 裕美（第 2 回グランプリ）

Darjiling（第 3 回グランプリ）

Grand Prix

Grand Prix

Grand Prix

© 川津貴信

© 川津貴信

© 川津貴信
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10 周年記念ゴールドコンサート　出場者の紹介

　　　　久しぶりの国際フォーラム…
またここで演奏できてとてもうれしいです。
快く送り出してくれた家族に、いつも応援してくださる方々に、会場が
笑顔いっぱいになりますように心こめて演奏します。

　　　　　世界には不自由なことってたくさんあるけど、自由なことも
けっこうある。その内のひとつが音楽♪魂が GROOVE すればオールオッ
ケー！！
しょうもない枠組みなんてブッ飛ぶで！！さぁ！みんなで　Let's Get 
Funky ！！

BY 盲目で車椅子のミュージシャン、山下純一

編成：ピアノ、ボーカル　　曲名：笑顔のブーケ
障がい：視覚　　地域：東京

編成：ハーモニカ、ボーカル、パーカッション ほか

曲名：やりたい放題　Music ！　障がい：視覚・肢体　　地域：京都

大石 亜矢子（第 5 回グランプリ）

山下 純一（第 6 回グランプリ）

　　　　４つの個性が織りなすビート！
日本のお祭りには欠かすことができない和太鼓と篠
笛の音色で、懐かしくもどこか新しい、そんな音
楽をお届けします！久々のゴールドコンサートの舞
台。メンバーそれぞれが歩んできた５年間をぐっと
凝縮させた響を皆さんにお聞きいただくべく、せっ
せと牛歩を進めています！当日は、一緒に最高の祭
りを作りましょう！！

編成：和太鼓、篠笛　　曲名：ハナビ　　障がい：視覚 / 知的　　地域：静岡

The J.B.'f（第 4 回グランプリ）
Grand Prix

Grand Prix

Grand Prix

© 川津貴信

© 大高英樹

© 大高英樹
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　　　　今回で 5 回目の出場となります。10 周年記念コンサートという
こともあり、今まで以上にアーティストとして目指していきたいカラーを
前面に出して演奏させて頂きます。今回はじめてのカルテットでの出演と
なりますが、このスタイルも私の演奏形態の理想であり、楽曲も日本的な
世界観を盛り込むという私の作曲コンセプトの原点にそった新曲で挑みま
す。応援よろしくお願いいいたします。

編成：ヴァイオリン ほか　　曲名：海峡を渡る風
障がい：視覚・内部　　地域：東京

穴澤 雄介（第 7 回グランプリ）

　　　　今回も出場させていただき感謝しております。また多くの方々
に聴いていただく機会をいただいたので自分が今、一番伝えたい事、曲
にして歌いたいと思っております。とても楽しみにしていますのでよろ
しくお願い致します！！

　　　　みなさん、こんにちは。佐藤英里、小学 6 年です。
小学校最後の年にまたゴールドコンサートの舞台で歌えること本当に嬉
しいです。
12 歳の私が作った「かぞくの歌」をどうぞお聴きください。今の私にし
かできないことを精一杯がんばりたいと思います。たくさんの方の心に
届けられるように歌いたいと思います！

編成：ギター、ボーカル　　曲名：赤い紐
障がい：肢体　　地域：埼玉

編成：ピアノ、ボーカル　　曲名：かぞくの歌
障がい：視覚　　地域：新潟

森 圭一郎（第 8 回グランプリ）

佐藤 英里（第 9 回グランプリ）

Grand Prix

Grand Prix

Grand Prix

© 大高英樹

© 大高英樹

© 川津貴信
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特別ゲスト・審査員・司会者の紹介

東儀 秀樹

マシュー・ウィッテカー

村松 加王里（フリーアナウンサー）／ホーキング青山

特別ゲスト

司会者

審査員

1959 年東京生まれ。東儀家は、奈良時代から今日まで 1400 年間雅楽
を世襲してきた楽家。高校卒業後、宮内庁楽部に入る。楽部では篳

ひちりき

篥、
琵琶、鼓類、歌、舞、チェロを担当。宮中儀式や皇居での雅楽演奏会な
どに出演するほか、海外公演にも参加、日本の伝統文化の紹介と国際親
善の役割の一翼を担ってきた。その一方、ピアノやシンセサイザーとと
もに雅楽の持ち味を生かした独自の曲の創作に情熱を傾ける。
８月７日、初のカバーアルバム「HICHIRIKI BALLAD」発売予定。

2001 年、盲目の子として生まれる。3 歳の時、祖父から小さなヤマハキーボー
ドをもらってから、音楽を弾きたいという情熱を抱く。5 歳で、ニューヨークの 
The Filomen M. D'Agostino Greenberg Music School に最年少で入学し、ク
ラシックピアノ、ドラム、パーカッション、音楽技術、点字で楽譜を読む方法を
学ぶ。後に、ハーレムスクールオブアーツへ入学し、ジャズピアノを学ぶ。伝説

のピアニスト Barry Harris の指導のするジャズピアノワークショップに参加。また、The African-American 
Legacy Project Youth (AALPY) に伝説のベーシスト Reggie Workman とジャズボーカリスト Francina 
Connors の指導を受け、ピアニストとして参加する。
大阪で開催された国際障がい者ピアノフェスティバル・アジア大会にゲスト出演するなど、国際舞台でも活躍し
ている。2011 年にはニューヨークの音楽の殿堂「アポロシアター」にてスティービー・ワンダーと共演する。今、
スティービー・ワンダーの再来かと言われている全米で注目の少年ジャズピアニストである。

＜審査員長＞
　　湯川れい子：音楽評論家・作詞家

＜特別審査員＞
　　吉岡　正晴：音楽評論家

＜審査員＞
　　阿部　恒世：	WAWAWA編集長
　　仲川　一昭：福祉の管弦楽団まごころ・ボランティアオーケストラ「響」
	 	 代表・指揮者、NPO福祉ネットワーク「結」
　　萩原　　岳：	ナレーター、メディア／エンタテインメント・プランナー、
	 	 コンサルタント
　　畠山　卓朗：	早稲田大学人間科学学術院教授
　　Ora Reed：	シンガー・ピアニスト

６月30日現在ご承諾いただいた方々です。
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Interview

Schedule

第9回ゴールドコンサート（2012年）グランプリ受賞 佐藤 英里 紹介

６／２ 2013 LIVE FOR LIFE「中部音楽彩」
 愛知県芸術劇場コンサートホール
 （特定非営利活動法人リブ・フォー・ライフ美奈子基金）
６／ 22 福島県南相馬市　ゆめはっと
７／６ 宮城県石巻まちなか復興マルシェ・イオンモール石巻

直近の活動記録

インタヴュー

 Q１  第9回ゴールドコンサート応募・出場のきっかけをお聞かせください。

東日本大震災のあとにつくった「みらい」で第 8 回に出場させていた

だきました。

1 年たってもまだまだ悲しくてつらい想いをしている人がたくさんい

ることを被災地に行かせてもらって分かりました。そんな方達に少し

でも元気になってもらいたいと作った曲をたくさん方に聴いてもらい

たかったからです。

 Q2   第9回ゴールドコンサートの演奏前はどのようなお気持ちでしたか？

自分でつくった曲「なないろの夢」を聴いてくれる人の心に届くよう

に歌いたい！そしてこの曲でグランプリを絶対にもらいたい！と思っ

ていました。

 Q3  グランプリを受賞されて、どのようなお気持ちでしたか？

本当に本当に嬉しかったです。第 7 回から 3 度目の出場で自分の作っ

た曲でもらえて本当に嬉しかったです。

病気のためにベッドにいるおじいちゃんに「オレの空は何色になるん

だろうな……。」と言われたことを思い涙が出ました。

Profile新潟県立新潟盲学校 小学 6 年生。視神経低形成により生まれ

つき全盲。

5 歳の時に聞いた美空ひばりさんの「川の流れのように」をきっ

かけに音楽に目覚め、老人ホームや災害避難所での慰問コン

サート、各イベントなど県内外年間 20 本ほどの演奏活動をする。

自作曲「みらい」で CD を発売。売上 100 万を、あしなが育

英会を通じ東日本大震災義援金として寄付した。

（紹介メディア）

「挑戦 2011」（NHK）、「ひるおび」（TBS）、「シューイチ」（日

本テレビ）、「モーニングバード」（テレビ朝日）。

プロフィール

© 大高英樹

© 大高英樹

© 川津貴信

© 大高英樹
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第２回 ゴールドコンサート

第１回 ゴールドコンサート

10 周年までのあゆみ

第３回 ゴールドコンサート

敬称略

© 川津貴信

© 川津貴信© 川津貴信

© 川津貴信

© 川津貴信© 川津貴信

© 川津貴信

© 川津貴信© 川津貴信

日時：2003 年 5 月 5 日（月・祝）
会場：千代田区立内幸町ホール
応募組数：18 組
入場者数：188 名
助成団体数：1 団体
協賛団体数：15 団体
当日取材メディア：NHK
グランプリ：石野 輝

・手話通訳、パソコン要約筆記の開始

日時：2005 年 5 月 1 日（日）
会場：第一生命ホール
応募組数：45 組
入場者数：450 名
助成団体数：2 団体
協賛団体数：22 団体
当日取材メディア：フジテレビ、NHK、他
グランプリ：前川 裕美

・出場者の立道聡子さんが後にメジャー
　デビューを果たす
・インターネット生放送の開始
・ スティービー・ワンダーさんからビデオメッセージを頂く

日時：2006 年 10 月 9 日（月・祝）
会場：東京国際フォーラム ホール C
応募組数：131 組
入場者数：745 名
助成団体数：2 団体
協賛団体数：25 団体
特別ゲスト：東儀 秀樹
当日取材メディア：NHK
グランプリ：Darjiling

・財団法人 JKA の補助事業となる
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10 周年までのあゆみ

５周年記念 ゴールドコンサート

第４回 ゴールドコンサート

第６回 ゴールドコンサート

日時：2009 年 10 月 12 日（月・祝）
会場：東京国際フォーラム ホール C
応募組数：52 組
入場者数：1,015 名
助成団体数：2 団体
協賛団体数：25 団体
特別ゲスト：今井 絵理子
当日取材メディア：音楽之友社、他
グランプリ：珍獣王国（山下 純一）

© 大高英樹

© 大高英樹© 川津貴信

© 川津貴信

© 大高英樹© 川津貴信

© 安澤剛直

© ヒダキトモコ© 大高英樹

日時：2008 年 10 月 13 日（月・祝）
会場：東京国際フォーラム ホール C
応募組数：65 組
入場者数：945 名
助成団体数：2 団体
協賛団体数：30 団体
特別ゲスト：渡辺 香津美プレゼンツ
 　    Catsle In The Air
                  （谷川 公子 + 渡辺 香津美）
当日取材メディア：産経新聞、光文社、他 3 社
グランプリ：大石 亜矢子

・湯川れい子さんが審査員長となる
・読売新聞「顔」に代表の貝谷および
  ゴールドコンサートの記事が掲載される

日時：2007 年 10 月 8 日（月・祝）
会場：東京国際フォーラム ホール C
応募組数：79 組
入場者数：884 名
助成団体数：2 団体
協賛団体数：28 団体
特別ゲスト：木下 航志
当日取材メディア：NHK、TBS テレビ、
　　　　　　　　　他 5 社
グランプリ：The J.B.'f

・韓国からの出場者募集を開始
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10 周年までのあゆみ

第８回 ゴールドコンサート

第７回 ゴールドコンサート

第９回 ゴールドコンサート

日時：2010 年 10 月 3 日（日）
会場：東京国際フォーラム ホール C
応募組数：121 組
入場者数：1,030 名
助成団体数：4 団体
協賛団体数：21 団体
特別ゲスト：相川 七瀬
当日取材メディア：フジテレビ、
　　　　　　　　　テレビ新潟、他
グランプリ：穴澤 雄介

・ゴールドコンサートがドラマ「愛は
見える～全盲夫婦に宿った小さな命

（フジテレビ）」で取り上げられる

© 大高英樹

© ヒダキトモコ© 川津貴信

© 大高英樹© 大高英樹

© 大高英樹

日時：2011 年 10 月 15 日（土）
会場：東京国際フォーラム ホール C
応募組数：93 組
入場者数：955 名
助成団体数：2 団体
協賛団体数：27 団体
特別ゲスト：島津 亜矢、はすぽ☆
当日取材メディア：NHK、日本テレビ、　　
TBS テレビ、読売新聞、共同通信、他
グランプリ：森 圭一郎

日時：2012 年 9 月 22 日（土・祝）
会場：東京国際フォーラム ホール C
応募組数：106 組
入場者数：934 名
助成団体数：4 団体
協賛団体数：31 団体
特別ゲスト：NOKKO、嘉門 達夫
当日取材メディア：TBS テレビ、
テレビ埼玉、テレビ新潟、スポニチ、他
グランプリ：佐藤 英里

© 川津貴信

© 川津貴信 © ヒダキトモコ
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ゴールドコンサート出場者関連イベント
ゴールドコンサートに出場されたミュージシャンの方々が各地で活躍されています。その内容の一部を今回ご紹介
いたします。

GC ＝ゴールドコンサート

日時：2012 年 7 月 4 日（水）18 時半～
会場：The 1633 tokyo ／六本木
出演：森 圭一郎（GC8 グランプリ）、塩のや もとひろ
 山本 真也（GC 実行委員）
 （NPO 法人日本バリアフリー協会 主催）

第９回ゴールドコンサート プレイベント
～森圭一郎 アメリカ横断ツアー / 山本真也 障がい者アスリート　壮行会～

日時：2013 年 1 月 10 日（木）19 時～
会場：MD. ネット赤坂オフィス
出演：穴澤雄介（GC7 グランプリ）、山崎有紗       （当法人 協力）

MD. ネット赤坂オフィス　開設３周年記念コンサート

日時：2013 年 5 月 18 日（土）20 時～
会場：ブルースドッグカフェ／六本木
出演：穴澤 雄介（GC7 グランプリ）、高木 將雄     （当法人 協力）

ヴァイオリニスト　穴澤雄介ミニコンサート

2012 年８月８日（水）に佐藤 英里さん（GC9 グランプリ）、
2013 年５月15日（水）に大石 亜矢子さん（GC5 ブランプリ）
が出演しました。

アドビ システムズ 株式会社　関連イベント

日時：2013 年 1 月 17 日（木）20 時～
会場：ブルースドッグカフェ／六本木
出演：SAKURANBO（GC9 楽曲賞）

日本バリアフリー協会新年会 
　　　　（SAKURANBO さん特別演奏）

日時：2013 年 6 月 3 日（日）10 時 30 分～ 19 時
会場：仙台市内各会場
出演：TOMOKO（GC9 湯川れい子審査員長賞）     （当法人 協力）

第 13 回とっておきの音楽祭　2013

日時：2012 年 11 月 23 日（金・祝）19 時～
会場：薬膳カレー &Café 香食楽／中目黒
出演：穴澤 雄介（GC7 グランプリ）　　　　　      （当法人 共催）

穴澤雄介ライブ at 香食楽
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10周年記念ゴールドコンサート協力者の皆様（2013年６月30日時点）
50 音順（後援を除く）　（以下、敬称略）

補助事業

公益財団法人 JKA

後　援

厚生労働省
文部科学省
東京都
千代田区
米国大使館
社会福祉法人 NHK 厚生文化事業団
社会福祉法人視覚障害者支援総合センター
全国自立生活センター協議会
全国特別支援教育推進連盟
社会福祉法人鉄道身障者福祉協会
日本音楽財団
一般社団法人日本筋ジストロフィー協会
公益社団法人日本フィランソロピー協会

助　成

PIVOT 基金

協賛＜企業・団体＞

アステラス製薬株式会社
アドビ システムズ 株式会社
株式会社大塚商会
公益財団法人オリックス財団
関西学院大学
キッコーマン株式会社
キユーピーグループマッチングギフト「QPeace」
グラクソ・スミスクライン株式会社
株式会社 KDDI チャレンジド
国際ソロプチミスト川崎
株式会社コヤマドライビングスクール
The Tokyo Women's Club
東神電気株式会社
トルコ航空
日本コムシス株式会社
日本信号株式会社
株式会社日本テレソフト
ノーベルファーマ株式会社
パイオニア株式会社
ファイザー株式会社
株式会社フォーシーズ
有限会社フジオート FUJICON
株式会社フジテレビジョン
Meiji Seika ファルマ株式会社
明治安田生命保険相互会社
株式会社モンベル
医療法人和楽会

協力＜企業・団体＞

株式会社アルファビート
株式会社エイチ・アイ・エス
FMC ワッホー編集部
株式会社Ｊストリーム
シャープ株式会社
社会福祉法人太陽会 しょうぶ学園
デンマーク筋ジストロフィー協会
東京地下鉄株式会社
栃木煎餅 こめの里本舗
とっておきの音楽祭実行委員会 SENDAI
NPO 法人日本バリアフリー政策研究所
NEW HERITAGE THEATRE GROUP
パンローリング株式会社
株式会社メディカルフォーラム
株式会社 矢島聰子事務所
NPO 法人 ユニバーサル・サウンドデザイン
株式会社レイジースーザン
六本木 Blues Dog Café

印刷協力

協友印刷株式会社

石川 絵理
李 宰権
植田 誠
大木 聖薫
大原 貴子
大山 絲子
岡部 寛美
織田 友理子
柏木 雅枝
北川 知彦
金 圓景

会長 野田 聖子 衆議院議員

名誉顧問 エーバルド・クロー デンマーク筋ジストロフィー協会会長

顧問 長谷川 岳 参議院議員
 平松 一夫 関西学院大学教授

理事 足立 昇平 株式会社 SAITEC 代表取締役
 荒 義彦 アレクサンドル 株式会社ウィルビー・インターナショナル セールスマネージャー
 伊藤 和博
 今福 義明 アクセスジャパン代表
 奥山 俊博 東京大学先端科学技術研究センター特任研究員
 貝谷 嘉洋 NPO 法人日本バリアフリー協会代表理事
 金子 秀明 株式会社日本テレソフト社長
 黒嵜 隆 弁護士
 小林 るつ子 玩具福祉学会理事長
 斎藤 省 有限会社さいとう工房社長
 下山 晴彦 東京大学大学院教育学研究科 臨床心理学コース教授
 鈴木 麻美子 株式会社マグナ代表取締役
 高木 真 財団法人日本チャリティ協会
 高橋 久 
 高橋 実 社会福祉法人視覚障害者支援総合センター理事長
 高橋 陽子 公益社団法人日本フィランソロピー協会理事長
 竹中 ナミ 社会福祉法人プロップステーション理事長
 寺田 学 株式会社 CMS コミュニケーションズ 代表取締役社長
 仲川 一昭 福祉の管弦楽団まごころ・ボランティア
  オーケストラ「響（ゆら）」代表・指揮者
  NPO 福祉ネットワーク「結」
 長崎 栄 株式会社ダイレクト インプット
 西野 弘 株式会社プロシード社長
 野澤 勝 株式会社コヤマドライビングスクール二子玉川校副校長
 舩後 靖彦 有限会社ケアドゥ 訪問介護ステーション 虹の橋
 Peter David Pedersen 株式会社イースクエア代表取締役社長
 馬渡 徹郎 NPO 法人音の羽根理事長
 宮本 修 株式会社光文社
 安田 武晴 読売新聞
 山下 桜 パイオニア株式会社
 吉井 勇 株式会社ニューメディア 月刊ニューメディア編集長
 吉井 康雄 株式会社スポーツニッポン新聞社

組織委員会

実行委員会

実行委員長　貝谷	嘉洋	 	NPO法人日本バリアフリー協会代表理事

委員

事務局
貝谷 嘉洋 荒 良英 諏訪間 裕子 高橋 純代 中松 正樹 日比野 悟知

主催 NPO 法人日本バリアフリー協会

金 美寧
小酒 真由子
小西 明宏
斎藤 日登美
篠原 智子
嶋川 史剛
島村 かおり
清水 育美
下村 大介
須江 好美
鈴木 雅弘

須藤 貴士
関口 京子
関本 友紀
相馬 優一郎
高野 康子
田中 裕美
崔 仙姫
近見 勇生
土井 葉月
中根 克
中村 辰男

成澤 俊輔
西口 久美子
丹羽 真規
布川 清彦
迫 まりあ
濱田 朝美
韓 星民
半田 朋美
福島 浩太
福島 敏子
棒谷 愛子

ホーキング青山
堀 隆三
堀越 美江
前川 めぐみ
松繁 卓哉
三田 隆広
宮下 あけみ
村上 恭子
村松 加王里
山崎 等
山本 真也
渡邉 武晴
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第９回ゴールドコンサート協力者の皆様
50 音順（後援を除く）　（以下、敬称略）

補助事業

財団法人JKA

後　援

厚生労働省
文部科学省
東京都
千代田区
社会福祉法人NHK厚生文化事業団
社会福祉法人視覚障害者支援総合センター
社団法人日本筋ジストロフィー協会
公益社団法人日本フィランソロピー協会
全国自立生活センター協議会

助　成

公益信託	オラクル有志の会ボランティア基金
スカンジナビア・ニッポン	ササカワ財団
公益財団法人	日韓文化交流基金
（공익재단법인	일한문화교류기금）

他	匿名希望 1社

プレミア協賛

アイエスエフネットグループ
トルコ航空（オフィシャルキャリア）

協賛＜企業・団体＞

アステラス製薬株式会社
アドビ	システムズ	株式会社
株式会社MD. ネット
株式会社大塚商会
公益財団法人オリックス財団
関西学院大学
キッコーマン株式会社
キユーピー株式会社
協友印刷株式会社
株式会社KDDI チャレンジド
国際ソロプチミスト川崎
株式会社コヤマドライビングスクール
塩野義製薬株式会社
株式会社少年画報社
日本航空
日本コムシス株式会社
日本信号株式会社
株式会社日本テレソフト
パイオニア株式会社
ファイザー株式会社
株式会社フォーシーズ
有限会社フジオート	FUJICON
株式会社フジテレビジョン
Meiji	Seika	ファルマ株式会社
明治安田生命保険相互会社
株式会社モンベル	mont-bell
株式会社	和僑
医療法人和楽会

協力＜企業・団体＞

株式会社アルファビート
いっぽ
株式会社エイチ・アイ・エス
FMC	ワッホー編集部
オフィスひらめ
Kitten	Dance	Planet
株式会社クラッチ．	
有限会社GO	and	NOKKO
株式会社SAITEC
有限会社さくら咲く
株式会社Ｊストリーム
シャープ株式会社
社会福祉法人太陽会	しょうぶ学園
スタンダードチャータード銀行
筑波大学附属視覚特別支援学校
デンマーク筋ジストロフィー協会
東京地下鉄株式会社
栃木煎餅	こめの里本舗
とっておきの音楽祭実行委員会SENDAI
財団法人	日本青少年文化センター
ハサン障害者福祉館
PADM遠位型ミオパチー患者会
パンローリング株式会社
株式会社マグナ
三菱UFJ信託銀行
株式会社メディカルフォーラム
Yahoo! ボランティア
株式会社レイジースーザン
有限会社レインボーミュージック
六本木	Blues	Dog	Café

他	匿名希望 2社

協賛＜個人＞

新居	倫子
今泉	至明
内田	千代子
衛藤	隆
大木	聖薫
加藤	喜昭
河端	静子
北原	恵美
久保木	富房
小西	光男
佐々木	司
清水	育美
清水	千佳代
竹田	保
田中	雅治
西川	將巳
長谷川	武
林	正栄
福澤	利夫
福島	浩太
細川	佳代子
宮野	正浩
吉田	栄治

他　匿名希望14名
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平成 24 年度　競輪補助事業完了のお知らせ

© 川津貴信



1971年6月17日第三種郵便物認定可（毎月6回5の日・0の日発行）

2013 年 6 月 12 日発行　SSK増刊通巻第 4232 号

15

ボランティアスタッフ募集のお知らせ

●日時
2013 年 10 月 14 日（月・祝）　9 時頃から 21 時頃
終日お手伝いいただける方
ただし仕事内容によっては時間が早まったり、お昼からの参加と
なったりする場合があります
事前準備の段階からご参加いただける方も併せて募集します

●会場
東京国際フォーラム ホール C【最大座席数 1,502 席】

（東京都千代田区丸の内 3-5-1）
JR 線 有楽町駅より徒歩 1 分、東京駅より徒歩 5 分

●仕事の内容
障がいをもつ出場者や舞台裏の手伝い、来場者の受付・案内、
機材の搬入搬出、会場警備、リポート係、その他
当日までの準備［ご参加いただける方］
※事前説明会を予定（10 月 5 日（土）13 時～ 17 時）
※経験は問いません。障がい者の方も歓迎。
※手話、英語、韓国語の出来る方歓迎

●コンサート当日の諸条件
ボランティア保険：万一の事故に備え、主催者側で一括加入。
弁当・飲み物支給あり、交通費の支給なし

実行委員の募集も行っております。

10 周年記念ゴールドコンサートの事前準備から参加い
ただける方も募集しております。企画・告知宣伝・当日
運営などの主導的役割を務めていただきます。
詳しくは右記までお問い合わせください。

お問い合わせ先

NPO 法人日本バリアフリー協会　ゴールドコンサート事務局
〒 102-0093　東京都千代田区平河町 1-7-16 ビュロー平河町 801 号
TEL：03-5215-1485　　FAX：03-5215-1735
E-mail：volunteer@npojba.org
URL：http://www.npojba.org

障がいをもつミュージシャンの音楽イベント「10 周年記念ゴールドコンサート」の運営を有志でお手伝いしていただける方を
探しています。（昨年の第 9 回ゴールドコンサートでは、学生さんから社会人の方まで約 250 名の方にご参加いただきました）

ボランティア申込書

※氏　名　

当協会ホームページ上・会報等で名前の掲載は可能ですか？  □ はい □ いいえ
当協会からお知らせ（ご案内・活動報告等）をメールにてお送りしてもよろしいですか？  □ はい □ いいえ

性 

別 男・女

年 

齢

連絡には主として「Eメール（パソコン）」を使用しますが、支障のない限り下記連絡先は全てご記入下さい。

Ｅメール（パソコン）： 携帯電話：

Ｅメール（携 帯）： Ｆ Ａ Ｘ：

勤務先・学校名（その他）

※参加可能な時間：
　（次の1、2のなかで該当するもののみを残す）

☆質問1から3にお答え下さい
 1.ボランティア経験はありますか？ □ はい □ いいえ

 2.過去にゴールドコンサートを手伝ったことがありますか？ □ はい □ いいえ

 　※あると答えた方は第何回のゴールドコンサートですか？  　　 回目
 3.その他経験内容（手話等）

（フリガナ）

※連絡先 〒

1. 事前の準備（2013年 7月～コンサート当日まで間の都合のつく時）から参加したい。
2. 2013年コンサート当日　終日（9：00 頃～ 21：00頃）のみ参加を希望

情報量の多いご案内もあるため、出来る限りＥメール（ﾊﾟｿｺﾝ）のご利用をお願い致します。ご連絡を頂いてから1週間以上たっても登録完了のお知らせがない場合には事務局までご連絡下さい。

※がついているところは必須項目です。（当法人が開催に関わる事業の連絡以外にご記入頂いた個人情報が使われることはありません。また、情報の漏洩を防止するため、必要な措置を講じ、個人情報を適切に管理いたします。）

ご希望の方は下記申込書にもれなくご記入の上、事務局までFAX又は
メールでご送付下さい。 （※応募者多数の場合、締切前に募集を終了する場合があります。）

送付先　Fax: 03-5215-1735 または Email：volunteer@npojba.org

8月31日（土）
2013年締

　

 

切

◎ その他特に伝えておきたい点など
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チケット申込み

《Pコード 205-087》
0570-02-9999

チケット発売中

  10周年記念ゴールドコンサート

＜発行所＞〒157-0037東京都世田谷区砧6-26-21

特定非営利活動法人障害者団体定期刊行物協会　定価 50円

編集人〒102-0093東京都千代田区平河町1-7-16 801号

特定非営利活動法人日本バリアフリー協会代表理事 貝谷嘉洋

■この事業は、競輪の補助を受けて実施します。

10周年記念特別席（特典付） 8,000円
SS席指定 5,000円
S席指定 3,500円
A席自由（高校生以下無料） 2,000円
車いす席 2,000円

NPＯ法人日本バリアフリー協会
ゴールドコンサート事務局

〒102-0093
東京都千代田区平河町1-7-16 801号
TEL:03-5215-1485
FAX:03-5215-1735
E-mail:info@npojba.org
URL:http://www.npojba.org 

平成25年10月14日（月・祝）

東京国際フォーラム ホールＣ

16：00 開場／17：00 開演 

会 場

座 席

Ａ席のみ高校生以下の児童・生徒および引率の保護
者・教員は無料で招待します。子供たちに障がい者の
活躍する姿を見てもらい、理解を深めてもらえれば幸
いです。なお、事務局に事前申し込みが必要です。

お問合せ

当日は車いす席、聴こえ支援スピーカー、手話通訳、パソコン
文字通訳、点字チラシ、点字プログラムも用意しており、障が
いを持つ皆様に楽しんでいただけるよう準備しております。

★SS席の一部にて「聴こえ支援スピーカー」対応。
★無料席・車いす席をご希望の方は事務局に要事前申込。
　（必要な方介添者１名無料）
★手話通訳・パソコン文字通訳あり。
★ご希望の席をご用意できない場合があります。

印刷協力：協友印刷株式会社

ポスター制作：tomo

  10周年記念ゴールドコンサート
日 時

高 校 生 以 下 無 料 招 待

● 合理的配慮・情報保障について

会場に来られない方のためにインターネット生放送を行い
ます。当日のゴールドコンサートの模様を全世界に向けて配
信いたします。下記アドレスにアクセスして御覧ください。
URL ： http://gc.npojba.org/live
日 時 ： 平成25年10月14日（月・祝）　17：00よりスタート

● この事業は、競輪の補助を受けて実施します。

● インターネット生放送


